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S A K U R A I S H I G E R U

一
．
石
岡
市
長
選
挙
に
つ
い
て

⑴

無
投
票
か
、
選
挙
選
か
？

石岡市長選挙は４月２１日に投開票され、谷島候補の
「市政継続」の訴えが功を奏したのか、予想を超える票差
で谷島市長が再選を果たしました。
谷島候補の陣営には、県内首長と県議多数が連日応援に

駆け付け、市内各所で熱弁をふるいました。私も微力なが
ら石岡市の現状と今後の展望について応援演説をしました。
選挙戦最終日（4月20日）17時から、ＪＲ石岡駅東口

ロータリー内で最後の街頭演説会を実施した際は、駅西口
方面から石橋候補選挙カーの拡声器音が微かに聞こえ、両
陣営が駅を挟み東西で最後のお願いをして、選挙戦も終わ
るものと思っていました。が・・・演説会を終えて谷島候
補の選挙カーを見送ろうとした矢先、石橋候補選挙カーが
大音量で登場し、選挙カー２台が連なるニアミス状態に。
２日後の夜、谷島候補事務所前には時間とともに、多く

の方が集まり、開票結果が発表されると、歓喜のどよめき
が起こるとともに、日焼けした谷島候補が笑顔で登場。多
くの握手が交わされ、何度も万歳の声が響き渡りました。
今回の選挙期間中に多くの方と意見交換させていただき

新たな課題も見つかりましたので、市政の課題解決に向け
た提言を行ってまいります。

令
和
６
年
４
月
14
日
告
示
、
21
日
投
開
票
の
石
岡
市

長
選
挙
に
向
け
た
立
候
補
説
明
会
が
３
月
17
日
に
開
催

さ
れ
、
３
陣
営
が
出
席
し
ま
し
た
。

谷
島
市
長
と
石
橋
市
議
会
議
員
に
加
え
、
昨
年
の
市

議
選
に
立
候
補
し
落
選
し
た
女
性
も
参
加
。
こ
れ
に
よ

り
、
市
長
選
挙
は
３
名
の
候
補
者
に
よ
る
選
挙
戦
に
な

り
そ
う
だ
と
の
噂
が
市
内
を
駆
け
巡
り
ま
し
た
。

⑶

現
職
市
長
と
元
市
議
会
議
員
の
一
騎
打
ち

立
候
補
予
定
者
事
前
審
査
が
４
月
３
・
４
日
に
行
わ

れ
ま
し
た
。
こ
の
事
前
審
査
は
立
候
補
す
る
た
め
に
必

要
な
提
出
書
類
等
の
記
入
に
間
違
い
が
無
い
か
を
選
挙

管
理
委
員
会
が
事
前
に
確
認
す
る
も
の
で
す
。
審
査
を

受
け
た
の
は
、
谷
島
市
長
と
石
橋
市
議
の
２
陣
営
で
し

た
。
こ
れ
に
よ
り
一
騎
打
ち
が
濃
厚
と
な
り
ま
し
た
。

石
橋
市
議
は
、
４
月
５
日
に
議
員
辞
職
願
を
関
口
議

長
に
提
出
。
市
議
会
議
員
の
補
欠
選
挙
を
市
長
選
挙
と

同
日
で
行
う
に
は
、
市
選
管
の
準
備
が
間
に
合
わ
な
い

た
め
市
議
会
議
員
の
補
欠
選
挙
は
実
施
し
な
い
こ
と
も

決
定
。
地
方
自
治
法
の
規
定
に
よ
れ
ば
、
市
議
会
議
員

の
補
欠
選
挙
は
、
来
年
９
月
の
知
事
選
の
際
に
実
施
さ

れ
る
見
込
み
で
す
。

⑵

市
議
会
の
補
欠
選
挙
は
来
年
の
知
事
選
で

谷
島
候
補
の
出
陣
式
は
、
東
石
岡
地
区
で
午
前
10
時

か
ら
約
７
百
名
を
集
め
開
催
。
石
橋
候
補
の
出
陣
式
は

田
島
地
区
で
午
後
１
時
か
ら
約
３
百
名
を
集
め
、
熱
い

選
挙
戦
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

選
挙
全
般
を
通
じ
て
、
市
民
の
関
心
度
は
高
い
と
は

言
え
ず
、
投
票
率
は
前
回
の
49
％
か
ら
43
％
に
ダ
ウ
ン
。

市
政
の
興
味
を
高
め
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
広
報
の

重
要
性
と
議
論
の
活
性
化
を
図
り
、
ま
ち
づ
く
り
を

し
っ
か
り
進
め
て
い
く
必
要
性
を
強
く
感
じ
ま
し
た
。

選挙戦最終日夕刻、石岡駅東口で最後の応援街頭演説



防
災
士
に
訓
練
や
研
修
会
へ
の
参
加
を
い
た

だ
き
、
災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
す
。

③
想
定
さ
れ
る
事
業
規
模
と
意
思
決
定
過
程
を
伺
う
。

施
設
整
備
の
事
業
規
模
を
ど
の
よ
う
に
想
定

し
て
い
る
か
伺
う
。
ま
た
、
意
思
決
定
が
ど

の
よ
う
に
進
ん
で
き
た
の
か
伺
う
。

各
部
局
か
ら
現
状
確
認
や
検
討
の
報
告
を
受

け
て
き
た
。
イ
ベ
ン
ト
広
場
の
活
用
を
総
合

的
に
検
討
す
る
よ
う
指
示
し
た
。

二
．
３
月
定
例
会
で
行
っ
た
一
般
質
問

⑴

新
ふ
る
さ
と
歴
史
館
の
整
備
に
つ
い
て

市
長
は
「
イ
ベ
ン
ト
広
場
に
図
書
館
と
ふ
る
さ
と
歴

史
館
を
整
備
す
る
」
と
明
言
し
ま
し
た
。
朗
報
と
い
え

る
『
新
ふ
る
さ
と
歴
史
館
』
の
整
備
方
針
を
伺
い
ま
す
。

能
登
半
島
地
震
で
は
、
石
岡
市
も
被
災
地
の
能
登
町

に
職
員
を
派
遣
し
ま
し
た
。
防
災
に
対
す
る
市
民
の
関

心
も
高
ま
っ
て
お
り
、
能
登
半
島
地
震
か
ら
何
を
学
び
、

石
岡
市
の
防
災
対
策
を
強
化
し
て
い
く
の
か
伺
い
ま
す
。

⑵

防
災
対
策
に
つ
い
て

現
在
の
ふ
る
さ
と
歴
史
館
は
築
50
年
が
経
過

し
老
朽
化
が
進
ん
で
い
る
。
計
画
で
は
複
合

化
を
検
討
す
る
施
設
に
位
置
付
け
て
い
る
。

市長 部長

派
遣
は
、
県
が
ま
と
め
、
市
町
村
に
３
回
の

派
遣
要
請
が
来
た
。
い
ず
れ
も
５
日
間
に
わ

た
り
職
員
２
名
を
派
遣
。
現
地
で
は
、
職
員

数
の
不
足
と
疲
労
が
目
立
ち
、
復
旧
の
目
途
が
立
た
ず
、

更
な
る
支
援
が
必
要
と
の
認
識
を
持
っ
た
。

部長

⑴

一
般
会
計
補
正
予
算
に
つ
い
て

②
本
市
の
防
災
対
策
強
化
に
つ
い
て

避
難
所
運
営
の
改
善
点
、
災
害
協
力
井
戸
の

取
組
み
、
防
災
士
目
線
に
よ
る
防
災
力
強
化

に
つ
い
て
伺
う
。

23
か
所
の
井
戸
で
は
不
十
分
。
ま
た
、
停
電

時
に
は
モ
ー
タ
ー
で
水
を
汲
上
げ
で
き
な
い

点
も
考
え
、
キ
ャ
ン
プ
ブ
ー
ム
で
も
あ
り
各

家
庭
で
井
戸
用
の
電
源
確
保
を
促
す
べ
き
。
防
災
士
の

方
々
と
の
連
携
を
強
め
て
い
た
だ
き
た
い
。
市
長
も
防

災
士
で
す
の
で
、
考
え
を
伺
い
ま
す
。

①
派
遣
職
員
が
肌
で
感
じ
た
被
災
地
の
状
況
に
つ
い
て

石
岡
市
の
職
員
派
遣
の
概
要
、
現
地
で
感
じ

た
支
援
の
過
不
足
に
つ
い
て
伺
う
。

市長

今
朝
、
駅
東
駐
車
場
を
見
て
来
た
が
、
雑
草

と
水
た
た
ま
り
が
目
立
つ
。
２
千
万
円
を
超

え
る
利
益
を
一
般
会
計
に
繰
出
し
、
市
財
政

に
貢
献
す
る
駐
車
場
で
す
。
仮
に
複
合
文
化
施
設
を
建

設
し
た
場
合
、
毎
年
２
千
万
円
を
捨
て
る
事
に
な
り
ま

す
。
審
議
会
で
は
し
っ
か
り
議
論
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

①
複
合
化
施
設
と
し
て
整
備
す
る
の
か
伺
う
。

単
体
整
備
か
、
複
合
施
設
と
し
て
整
備
す
る

の
か
伺
う
。
ま
た
、
お
ま
つ
り
会
館
の
併
設

に
つ
い
て
の
考
え
を
伺
う
。

②
担
当
及
び
整
備
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
つ
い
て
伺
う
。

市
長
直
轄
組
織
が
担
当
す
る
の
か
、
あ
る
い

は
新
た
な
組
織
が
担
当
す
る
の
か
伺
う
。
ま

た
、
竣
工
ま
で
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
伺
う
。

石
岡
の
お
ま
つ
り
を
感
じ
ら
れ
る
ス
ペ
ー
ス

や
機
能
の
検
討
は
可
能
で
あ
る
と
考
え
る
。

市長

構
想
段
階
か
ら
関
係
す
る
部
局
の
職
員
が
参

画
し
て
協
議
す
る
よ
う
指
示
し
た
。

市長

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
含
め
詳
細
は
、
私
が
主
催

す
る
政
策
調
整
会
議
で
検
討
協
議
を
進
め
る
。

副市長

事
業
規
模
は
、
社
会
情
勢
、
利
用
者
ニ
ー
ズ

を
鑑
み
な
が
ら
関
係
部
局
と
協
議
検
討
す
る
。

具
体
的
な
も
の
が
無
く
申
し
訳
あ
り
ま
せ
ん
。

部長

簡
易
ト
イ
レ
等
の
資
機
材
の
充
実
と
暑
さ
寒

さ
へ
の
対
応
を
進
め
る
。
災
害
協
力
井
戸
は

23
件
、
登
録
を
積
極
的
に
進
め
る
。
防
災
士

は
市
内
に
94
名
お
ら
れ
、
そ
の
知
見
を
活
か
し
て
避
難

所
の
リ
ー
ダ
役
等
を
考
え
て
い
る
。
。

部長

ポ
ー
タ
ブ
ル
発
電
機
は
7
台
。
今
後
電
源
の

確
保
を
計
画
的
に
進
め
た
い
。
ま
た
、
生
活

用
水
利
用
の
井
戸
の
登
録
を
進
め
た
い
。

部長

三
．
３
月
定
例
会
で
行
っ
た
議
案
質
疑

代
替
バ
ス
は
、
廃
線
と
な
っ
た
バ
ス
路
線
維

持
の
補
助
金
。
板
敷
山
前
か
ら
パ
セ
オ
パ
ル

ケ
経
由
で
羽
鳥
駅
の
経
路
。
県
バ
ス
運
行
対

策
は
、
国
が
２
分
の
１
、
県
と
市
が
４
分
の
１
ず
つ
補

助
。
柿
岡
車
庫
か
ら
石
岡
駅
に
至
る
路
線
と
柿
岡
車
庫

か
ら
上
志
筑
経
由
で
土
浦
駅
西
口
に
至
る
路
線
。

部長

代
替
バ
ス
運
行
事
業
補
助
金
の
内
容
と
茨
城

県
バ
ス
運
行
対
策
費
負
担
金
（
新
規
）
の
内

容
を
伺
う

代
替
バ
ス
補
助
は
年
間
１
千
２
百
万
円
で
全

額
市
負
担
。
県
バ
ス
運
行
対
策
の
対
象
に
な

れ
ば
市
の
負
担
は
４
分
の
１
に
な
る
。
県
バ

ス
運
行
対
策
費
で
の
採
択
を
目
指
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

⑵

駅
東
駐
車
場
特
別
会
計
補
正
予
算
に
つ
い
て

使
用
料
を
約
４
百
万
円
増
額
補
正
す
る
理
由

と
繰
出
金
５
百
万
円
と
維
持
管
理
の
内
容
に

つ
い
て
伺
う
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
５
類
移
行
に
よ
る
外

出
機
会
の
増
に
よ
る
増
収
。
繰
出
金
は
、
駅

周
辺
整
備
基
金
へ
積
立
て
す
る
も
の
。
維
持

管
理
は
、
老
朽
化
に
よ
る
部
分
修
繕
等
を
行
っ
て
い
る
。

部長

石
岡
駅
に
直
結
し
た
利
用
頻
度
の
高
い
駐
車

施
設
で
す
。
今
後
も
、
安
全
安
心
に
利
用
で

き
る
よ
う
適
切
な
維
持
管
理
に
努
め
る
。

部長



石
岡
市
の
休
日
・
夜
間
の
緊
急
診
療
（
内
科
・
外

科
・
小
児
科
）
は
、
石
岡
市
医
師
会
病
院
が
実
施
し
て

い
ま
し
た
が
、
医
師
の
確
保
等
が
困
難
と
な
り
令
和
２

年
７
月
に
中
止
。
第
一
病
院
の
公
立
病
院
化
を
目
指
し

た
地
域
医
療
計
画
は
令
和
３
年
２
月
に
と
ん
挫
。

以
降
、
石
岡
市
は
小
児
科
医
療
の
充
実
に
力
を
注
ぎ
、

石
岡
第
一
病
院
が
筑
波
大
学
の
協
力
を
得
て
小
児
科
の

休
日
診
療
を
令
和
３
年
７
月
か
ら
開
始
し
て
い
ま
し
た
。

四
．
地
域
医
療
対
策
事
業

⑴

こ
れ
ま
で
の
経
緯

⑶

合
意
内
容

現
時
点
で
は
、
次
の
内
容
で
調
整
さ
れ
て
い
ま
す
。

診
療
場
所
は
山
王
台
病
院
。
休
日
昼
間
の
診
療
時
間

は
午
前
９
時
～
12
時
、
午
後
１
時
～
４
時
と
す
る
。
業

務
形
態
は
委
託
。
目
標
開
始
時
期
は
令
和
６
年
７
月
。

委
託
金
額
は
年
間
２
千
万
円
。
石
岡
市
・
小
美
玉
市
・

か
す
み
が
う
ら
市
の
負
担
割
合
は
、
均
等
割
20
％
、
人

口
割
40
％
、
利
用
者
割
40
％
と
し
て
い
ま
す
。

山
王
台
病
院
は
総
合
診
療
で
対
応
。
小
児
科
は
第
一

病
院
が
休
日
診
療
を
行
い
ま
す
。

五
．
八
郷
運
動
公
園
プ
ー
ル
に
つ
い
て

⑴

こ
れ
ま
で
の
経
緯
に
つ
い
て

八
郷
運
動
公
園
屋
外
プ
ー
ル
は
昭
和
53
年
に
建
設
さ

れ
、
躯
体
の
亀
裂
・
機
器
・
配
管
等
の
老
朽
化
に
よ
り
、

令
和
３
年
度
か
ら
使
用
を
中
止
し
て
い
ま
す
。

八
郷
運
動
公
園
で
プ
ー
ル
授
業
を
し
て
い
た
八
郷
中

学
校
は
Ｂ
＆
Ｇ
で
、
自
校
プ
ー
ル
が
使
用
で
き
な
い
小

学
校
は
近
隣
の
小
学
校
プ
ー
ル
を
利
用
す
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。
そ
の
た
め
、
使
用
中
止
と
な
っ
た
当
時
、

文
教
厚
生
委
員
長
で
あ
っ
た
私
は
、
八
郷
運
動
公
園

プ
ー
ル
の
建
設
計
画
早
期
策
定
を
何
度
も
求
め
ま
し
た
。

⑵

休
日
緊
急
診
療
再
開
に
向
け
た
協
議

石
岡
市
は
令
和
５
年
10
月
、
市
内
医
療
機
関
に
向
け

て
緊
急
診
療
の
再
開
を
打
診
し
た
と
こ
ろ
、
山
王
台
病

院
か
ら
総
合
診
療
と
し
て
開
始
す
る
方
向
で
調
整
し
た

い
と
の
返
答
が
市
に
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
こ
れ
を
受
け

て
石
岡
市
は
、
地
域
医
療
の
確
保
を
共
に
す
る
小
美
玉

市
と
か
す
み
が
う
ら
市
の
担
当
者
も
交
え
て
、
再
開
方

法
や
診
療
時
間
、
費
用
等
の
協
議
を
重
ね
て
来
ま
し
た
。

一
方
、
か
す
み
が
う
ら
市
は
神
立
病
院
を
令
和
９
年

度
に
神
立
地
区
の
市
有
地
へ
新
築
移
転
さ
せ
る
合
意
が

あ
り
、
こ
の
負
担
の
内
容
に
つ
い
て
協
議
の
場
を
設
け

て
ほ
し
い
と
の
要
望
が
出
て
い
ま
す
。

⑵

一
般
開
放
の
屋
内
プ
ー
ル
案

２
年
半
が
経
過
し
、
よ
う
や
く
３
月
開
催
の
文
教
厚

生
委
員
会
に
お
い
て
、
一
般
利
用
可
能
な
屋
内
プ
ー
ル

建
設
（
25
ｍ
プ
ー
ル
と
幼
児
プ
ー
ル
）
を
目
指
す
事
が

報
告
さ
れ
ま
し
た
。
学
校
プ
ー
ル
の
老
朽
化
に
よ
る
新

築
経
費
は
１
校
当
た
り
約
３
億
円
と
見
込
ま
れ
、
多
額

の
予
算
が
必
要
と
な
る
事
、
さ
ら
に
学
校
の
統
廃
合
を

考
慮
し
、
プ
ー
ル
授
業
は
八
郷
運
動
公
園
プ
ー
ル
を
利

用
す
る
方
針
と
し
て
、
令
和
６
年
度
中
に
具
体
的
な
設

置
場
所
、
規
模
等
の
基
本
構
想
を
策
定
し
ま
す
。

六
．
組
織
の
再
編
に
つ
い
て

⑴

人
口
創
出
課

令
和
６
年
４
月
１
日
の
組
織
改
編
に
よ
り
、
市
長
公

室
に
人
口
創
出
課
が
新
た
に
設
置
さ
れ
ま
し
た
。

人
口
減
少
が
進
む
石
岡
市
で
は
、
そ
の
対
応
策
を
各

課
で
図
っ
て
き
ま
し
た
が
、
対
策
を
集
約
化
し
迅
速n

a

取
組
み
を
可
能
と
す
る
も
の
で
す
。
業
務
は
、
人
口
対

策
、
移
住
・
定
住
、
男
女
共
同
参
画
、
国
際
交
流
の
推

進
、
統
計
調
査
、
都
市
交
流
を
担
当
し
ま
す
。
こ
れ
に

よ
り
経
営
戦
略
課
は
廃
止
と
な
り
ま
し
た
。

⑵

ふ
る
さ
と
納
税
・
財
産
活
用
課

管
財
課
か
ら
「
ふ
る
さ
と
納
税
・
財
産
管
理
課
」
に

名
称
変
更
と
な
り
ま
し
た
。

ふ
る
さ
と
納
税
は
、
市
の
貴
重
な
収
入
と
な
る
制
度

で
あ
り
、
数
百
億
円
の
寄
付
額
を
獲
得
す
る
自
治
体
も

あ
り
ま
す
。
石
岡
市
の
令
和
５
年
度
実
績
は
、
当
初
見

込
み
２
億
２
千
万
円
を
下
回
る
１
億
３
千
万
円
。
対
策

強
化
に
向
け
、
返
礼
品
紹
介
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
の
改
修

を
４
月
に
中
間
管
理
業
者
に
委
託
す
る
は
ず
が
、
業
者

が
辞
退
し
対
応
が
更
に
遅
れ
る
事
態
に
な
っ
て
い
ま
す
。

⑶

企
業
誘
致
推
進
室

企
業
誘
致
は
、
市
税
収
の
増
及
び
雇
用
の
確
保
の
面

か
ら
重
要
な
取
り
組
み
で
あ
り
、
議
会
で
も
多
く
の
議

員
が
質
疑
を
行
っ
て
い
ま
す
。
「
ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス
で

企
業
誘
致
を
図
っ
て
い
る
」
と
市
長
は
答
弁
し
て
き
ま

し
た
が
、
現
状
は
誘
致
す
る
候
補
地
の
選
定
を
し
て
い

る
状
況
で
し
た
。
企
業
誘
致
推
進
室
の
設
置
に
よ
り
、

結
果
に
つ
な
が
る
動
き
を
期
待
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

石
岡
市
の
行
政
課
題
解
決
に
向
け
て
、
４
月
に
組
織

の
再
編
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
県
の
組
織
を
ま
ね
た
名
称

等
も
あ
る
よ
う
で
す
が
、
名
称
変
更
が
効
果
を
発
揮
す

る
こ
と
を
期
待
す
る
課
を
紹
介
し
ま
す
。

年
数
時
間
の
プ
ー
ル
授
業
で
は
泳
げ
る
よ
う
に
な
ら

な
い
事
、
利
用
者
数
に
比
べ
維
持
管
理
経
費
が
多
額
、

市
内
に
複
数
の
屋
内
（
温
水
）
プ
ー
ル
を
持
つ
必
要
性

が
あ
る
の
か
等
を
考
え
る
と
、
教
育
委
員
会
案
は
疑
問

で
す
。
既
に
学
校
授
業
は
民
間
施
設
を
利
用
、
中
学
の

プ
ー
ル
授
業
は
取
り
や
め
て
い
る
自
治
体
も
増
え
て
い

ま
す
。
丁
寧
な
調
査
と
検
討
、
議
論
を
重
ね
て
整
備
方

針
を
決
定
し
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

私
は
、
青
空
の
下
、
ス
ラ
イ
ダ
ー
プ
ー
ル
を
楽
し
む

親
子
連
れ
で
賑
わ
う
施
設
が
良
い
と
思
い
ま
す
が
・
・
。

⑶

議
論
を
重
ね
た
整
備
方
針
を
期
待



九
．
議
会
日
程

⑵

第
２
回
定
例
会

令
和
６
年
第
２
回
定
例
会
は
５
月
28
日
告
示
、
６
月

４
日
開
会
、
６
月
21
日
閉
会
と
な
り
ま
す
。

今
期
定
例
会
は
市
長
選
挙
を
終
え
て
最
初
の
定
例
議

会
と
な
る
た
め
開
会
日
に
は
市
長
の
所
信
表
明
が
行
わ

れ
ま
す
。
ま
た
会
派
代
表
質
問
も
実
施
さ
れ
ま
す
。

黄
色
枠
の
会
議
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
生
中
継

及
び
録
画
放
映
が
さ
れ
ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

会
議
は
20
日
の
議
会
運
営
委
員
会
は
午
後
1
時
30
分
開

会
、
ほ
か
は
全
て
午
前
10
時
開
会
と
な
っ
て
い
ま
す
。

会 議曜日月 日

開会、議案上程火6月 4日

5日～9日：休会

会派代表質問月6月10日

一般質問火11日

一般質問水12日

一般質問木13日

議案質疑金14日

15日～16日：休会

文教厚生委員会月17日

総務企画委員会火18日

産業建設委員会水19日

複合文化施設建設特別委員会
議会運営委員会

木20日

委員長報告、採決、閉会金21日

⑴

第
１
回
臨
時
議
会

第
１
回
臨
時
議
会
が
５
月
21
日
に
招
集
さ
れ
、
会
期

は
１
日
と
し
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

第
２
回
定
例
会
直
前
の
開
催
と
な
り
ま
す
が
、
政
府

方
針
に
よ
り
法
改
正
に
伴
う
５
月
中
の
条
例
改
正
の
議

決
が
必
要
に
な
っ
た
こ
と
か
ら
開
催
さ
れ
、
全
て
の
議

案
を
可
決
し
ま
し
た
。

八
．
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
法
の
一
部
改
正

七
．
複
合
文
化
施
設
建
設
特
別
委
員
会

⑴

新
委
員
長
は
新
田
副
委
員
長
が
就
任

５
月
15
日
、
複
合
文
化
施
設
建
設
特
別
委
員
会
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
最
初
に
、
空
席
と
な
っ
て
い
た
委
員

長
の
互
選
が
行
わ
れ
、
委
員
長
に
は
新
田
副
委
員
長
が

就
任
。
副
委
員
長
に
は
池
田
委
員
が
就
任
し
ま
し
た
。

担
当
職
員
か
ら
、
今
後
の
事
業
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
と
し

て
、
令
和
７
年
１
月
下
旬
に
基
本
計
画
案
を
策
定
す
る
。

財
源
は
、
市
民
ホ
ー
ル
部
分
を
国
土
交
通
省
所
管
の
都

市
構
造
再
編
集
中
支
援
事
業
交
付
金
（
補
助
率
50
％
）

と
合
併
特
例
債
を
活
用
す
る
こ
と
が
説
明
さ
れ
ま
し
た
。

⑵

事
業
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
と
財
源

⑶

審
議
の
ル
ー
ル
を
守
ら
な
い
発
言
で
紛
糾

質
疑
に
入
り
、
共
産
党
委
員
が
執
行
部
説
明
か
ら
逸

脱
す
る
質
疑
を
繰
返
し
、
委
員
長
か
ら
再
三
再
四
に
わ

た
っ
て
注
意
を
受
け
て
ヤ
ジ
が
飛
び
交
う
事
に
。
ま
た

別
の
委
員
か
ら
は
、
提
出
資
料
の
建
設
候
補
地
に
イ
ベ

ン
ト
広
場
が
含
ま
れ
て
い
な
い
こ
と
は
問
題
だ
と
し
て
、

審
議
打
切
り
提
案
が
出
る
な
ど
紛
糾
し
ま
し
た
。

私
は
、
事
業
の
遅
延
を
想
定
し
て
合
併
特
例
債
の
活

用
期
限
を
質
問
。
職
員
か
ら
、
令
和
12
年
３
月
ま
で
に

施
設
の
完
成
が
必
要
と
の
答
弁
で
し
た
。

そ
の
後
、
数
名
の
質
疑
で
も
ヤ
ジ
が
乱
れ
飛
び
、
会

議
が
落
ち
着
か
ず
、
候
補
地
の
地
盤
説
明
及
び
配
置
計

画
の
説
明
に
至
ら
ず
、
委
員
会
を
終
了
し
ま
し
た
。

⑷

各
会
派
と
の
意
見
交
換

政
府
は
、
デ
ジ
タ
ル
社
会
の
基
盤
で
あ
る
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
及
び
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
（
以
下
カ
ー
ド
）
に

つ
い
て
、
そ
の
利
便
性
向
上
に
向
け
た
関
係
法
令
を
改

正
し
、
令
和
６
年
５
月
27
日
施
行
と
な
っ
て
い
ま
す
。

⑴

改
正
の
ポ
イ
ン
ト

①
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
利
用
範
囲
の
拡
大

社
会
保
障
制
度
、
税
制
、
災
害
対
策
に
限
定
さ
れ
て

い
る
利
用
範
囲
の
拡
充
。
具
体
的
に
は
、
理
容
師
、
美

容
師
、
小
型
船
舶
操
縦
士
及
び
建
築
士
等
の
国
家
資
格

等
、
自
動
車
登
録
、
在
留
資
格
に
か
か
る
許
可
等
の
事

務
で
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
を
利
用
可
能
と
す
る
。

②
カ
ー
ド
と
健
康
保
険
証
の
一
体
化

健
康
保
険
証
の
廃
止
。
カ
ー
ド
で
資
格
確
認
が
で
き

な
い
方
に
は
本
人
申
請
で
資
格
確
認
書
を
提
供
す
る
。

③
カ
ー
ド
の
普
及
・
利
用
促
進

市
町
村
か
ら
指
定
さ
れ
た
郵
便
局
で
カ
ー
ド
の
交
付

申
請
の
受
付
等
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
。

暗
証
番
号
の
入
力
を
伴
わ
ず
に
利
用
者
確
認
を
す
る

方
法
の
規
定
を
整
備
（
図
書
館
カ
ー
ド
等
）

④
戸
籍
等
へ
の
氏
名
ふ
り
仮
名
の
追
加

戸
籍
、
住
民
票
等
へ
の
氏
名
の
ふ
り
仮
名
の
追
加
。

⑤
公
金
受
取
口
座
登
録
方
法
の
拡
充

日
本
年
金
機
構
と
連
携
し
て
年
金
受
給
口
座
を
登
録

す
る
か
否
か
を
対
象
者
に
尋
ね
る
こ
と
が
可
能
に
な
る
。

⑥
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
利
用
及
び
情
報
連
携
に
か
か
る
規

定
の
見
直
し

関
係
法
令
の
規
定
見
直
し
。

⑵

今
後
の
展
開

令
和
６
年
度
末
を
目
途
に
運
転
免
許
証
と
カ
ー
ド
の

一
体
化
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
民
間
ビ
ジ
ネ

ス
（
既
に
銀
行
・
生
命
保
険
・
携
帯
電
話
等
で
活
用
）

で
の
活
用
が
さ
ら
に
進
む
こ
と
が
見
込
ま
れ
ま
す
。

特
別
委
員
会
に
先
立
ち
、
執
行
部
の
要
請
に
応
じ
て
、

執
行
部
と
各
会
派
は
意
見
交
換
を
し
て
い
ま
す
。
執
行

部
案
に
議
員
多
数
が
反
対
し
て
い
る
状
況
を
把
握
し
な

が
ら
、
委
員
会
の
説
明
に
何
の
工
夫
も
無
い
事
が
紛
糾

し
た
要
因
で
も
あ
り
ま
す
。
６
月
定
例
会
で
執
行
部
が

ど
の
よ
う
な
対
応
を
す
る
の
か
注
目
し
て
い
き
ま
す
。


